
3．精神科医療機関における   
従事者の確保について   
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精神科医師＊の所在（病院と診療所）  

診療所に勤務する精神科医師が増加している。  
（平成6年→平成18年では、診療所では125％増加、病院では15％増加）  
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精神科医師＊の業務種別（医師免許取得からの年数別）  

★精神科医師：精神科及び神経科の医師を含む  

平成18年  平成8年  

ダ．♂．♂′♂／♂β．㌔．㌔．㌔ββノ㌔．㌔㍉β  ．援ノ♂．㌔．㌔ノ㌔．㌔．㌔′㌔′㌔．㌔．㌔．㌔′㌔㍉㍉  
（参考・全医師の業務種別）  

ダノ♂ノ♂ノ♂ノ♂ノ♂．㌔ノ㌔ノ㌔ββノ♂．㌔ββ  ノキ考考考駕考考附範郷  

（医師・歯科医師・薬剤師調査）  田医育機関等口病院■診療所□その他  
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各世代の医師の、業務種別ごとの従事者数の変化   
（H18の従事者数を、2年前と比較したもの）  

精神科医師＊   （参考・全医師）  

ー◆一医育機関等一偏・病院＋診療所・  ●－その他  

★精神科医師：精神科及び神経科の医師を含む  
（医師・歯科医師・薬剤師調査） 53   
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医師免許取得後3年目の精神科医師＊数  

平成8年 平成10年 平成12年 平成14年 平成16年 平成18年  

E≡ヨ3年目に精神科を選択した者  ‾－3年日医師に占める割合  

★精神科医師：精神科及び神経科の医師を含む  
（医師・歯科医師・薬剤師調査）   



都道府県別の医師■精神科医師＊の増加率   

（平成8年と平成18年との比較） 

全含量葺合号   
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海  奈  歌  児  

国道森手械巴形烏城木馬玉葉京川潟山Jtl井梨野阜同知重賀都阪庫艮山取根山鳥□島Jt■媛知岡賀崎本分崎島縄  

⊂コ医師増加率 一←精神科医増加率  

★精神科医師：精神科と神経科の医師を含む  （医師■歯科医師・薬剤師調査）55   
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医学部医学科入学募集人員の推移  
人  
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看護職員就業者数の推移  
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厚生労働省医政局看護課調昏7   



精神科に従事する医療従事者数の推移  

常勤＋非常勤（実数）  常勤＋非常勤（実数）  

Hll  H12  H13  H14  H15  H16  H17   日18  
H＝  H12  H13  H14   H15  H16  H17  H18  

－◆一作業療法士 ÷PSW  －1L一（うち精神保健福祉士）一斗トー一心理技術者  十看護師 －－一准看講師 －－－▲－－－ 看護補助者  

（精神t障害保健課調べ）58   



離 職 の 防 止  
○新人看護師に対する医療安全推進モデル研修事業 1．7億円  

医療安全の確保及び離職の防止を図るために、看護師として必要な知識及び技術等についての  
臨床実践能力を修得させるための研修事業等を実施  

○新人助産師に対する医療安全推進モデル研修事業 1．0億巴  
医療安全の確保及び離職の防止を図るために、助産師として必要な知識及び技術等についての  

臨床実践能力を修得させるための研修事業等を実施  

○病院内保育所運営事業 19．9億巴  
医療従事者の離職の防止を図るために、子供を持つ看護職員等が安心して勤務を継続できるよう、  

医療機関が設置する病院内保育施設の運営に対する補助事業  

再 就 業 の 支  

○看護職員確保 モデル事業 0．8像巴  
潜在看護職員の再就業の促進を図るために、教育研修が充実している病院において臨床実務  

研修事業等を実施  

○助産   塗合、  1．2 円  
潜在助産師等の産科診療所への就業の促進を図るために、産科の専門的病院において助産に  

関する知識や技術等についての臨床実務研修事業等を実施  

地＝婁羞  1．4 円  
未就業看護職員の就業促進を図るために、求人・求職状況の提供や無料職業紹介などを行う  

ナースバンク事業等に対する補助事業   



従前のモデルによる精神科病院の人員の再配置  

現在の看護配置  将来の看護配置  
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★注＝看護配置を基準に作成したイメージで他職種も専門性に着目して類似の配置転換が行わ正る。  



将来あるべき精神科病院の人員配置（イメージ）＊  

現在の看護配置  将来の看護配置  
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★注：看護配置を基準に作成したイメージで他職種も専門性に着目して類似の配置転換が必要である。   



精神科医療機関における従事者の確保について  

現状と課題  

国民のニーズ及び若手医師のキャリア形成の双方に資  

するよう、学会・医療機関等が連携して、若手の医療従  
事者の養成の充実を図ることにより、精神医療への魅力  
を高め、精神科の従事者の確保を図ることが求められ  
る。  

○ 精神科（神経科を含む）に従事する医師  

数は、他科の医師と比較して、高い割合  
で増加してきている。  

○ 病院に勤務する医師の増加のペースが  
鈍い一方、精神科診療所に勤務する医  
師は急速に増加しており、他科と同様、  
免許取得から10～20年程度で、病院等  
から診療所への勤務に移行する医師が  

多くなっている。  

● 精神病床の医療の質の向上を図るために、段階的に看   
護職員等の人員基準の充実を目指すべきではないか。   

（「入院医療における病床等の機能」の論点を参照）   

● その上で、医療従事者数が有限であることを踏まえ、精   

神医療の中でも、最も必要な分野に重点的に医療従事   
者を確保する必要があるのではないか。   

● 具体的には、在宅医療、救急・急性期医療、精神・身体   
合併症に対する医療、各領域の専門医療等、今後需要   
の見込まれる分野に勤務する医療従事者が相対的に増   

加し、長期入院患者の病棟等に勤務する医療従事者が   

相対的に減少するよう、施策を講じるべきではないか。そ   

の際、新たな分野に従事する者への研修等についても考   
慮するべきではないか。   

● 確保の難しい医師・看護師の業務を軽減する観点も踏ま   

え、他の職種の従事者の資質の向上や更なる活用につ  

いて、どう考えるか。   

○ 精神科に従事する看護職員等のコメディ  

カルの数は、徐々に増加している。しか  
し、全科の看護職員の総数と比較する  
と、精神科に従事する看護職員の増加の  
ペースは鈍い傾向にある。  

○ 医学部の定員増等、医療従事者の養成  
や確保の取り組みが進められているが、  
全体として従事者数は有限であり、養成  
数の増加が実際の従事者数の増加に効  

果を及ぼすには長い時間を要する。  




